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Lesson 9 

The Long Voyage Home 

 

In 2003, Japanese scientists sent Hayabusa on a mission to  

bring back soil samples from Itokawa, a tiny (1)asteroid 300 

million kilometers away.  This was an almost impossible  

mission. 

－1 

The Hayabusa Project was very (2)ambitious.  

JAXA set very difficult goals for the mission: 

developing ion engines, developing an autonomous 

navigation system, collecting soil samples from 

Itokawa, and bringing them back. Since asteroids 

like Itokawa (3)date from the beginning of our solar 

system, such samples will help solve the mysteries 

of our system’s origin. This would be unprecedented 

in the history of space exploration. 

Developing ion engines for space 

exploration was one of the most 

important goals.  Most rocket engines 

use gases and liquids. An ion engine uses 

(4)electric fields.  Its power is so small 

that it can only lift a one-yen coin.  Yet 

in space, there being no gravity and no  

air resistance, even a small (5)amount of 

energy can be powerful. 
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Lesson 9—Lead 

(1) asteroid  1, p. 120. 

 

・ 宇宙の話なので，天 (天文学)という専門

用語レーベルが付された語義1を参照させ
る。 

・   に囲って示されているのは専門用語で

あり，ここでは天文学用語を表しているこ

とを確認させる。



Lesson 9—Section 1 

(2) ambitions 2, p. 67. 

 

・ 見出し語の発音記号に続き，「強勢は第 2

音節」という発音注記があるのでチェック

させる。 

・ 山形かっこ〈  〉に囲って，形容詞が修飾

する名詞の特徴(選択制限)が示されている

ので確かめさせる。教科書本文では the 

Hayabusa Project を修飾していることか

ら，「計画・考えなど」を修飾する語義 2に
導く。 

・ 辞書の用例が教科書本文と同じ project を

使っているので，よく使われるコロケーシ

ョンとして確認させる。 


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 (3) date date from A, p. 478. 

 

・ 教科書本文では「日付」いう名詞の date で

はなく動詞であること，fromが後続してい

ることを確認させてから，の date 

from A に導く。 

・ の(1)は↑で3へ参照を指示している

ので，3と(2)の成句義を比較させる。(2)

には A にあたる名詞の特徴が〈 〉に囲っ

て示されているのでチェックさせる。「A

〈ある時代〉」という説明が教科書本文の

the beginning of our solar system (私たち

の太陽系の始まり)と合っているので，教科

書のこの部分は「私たちの太陽系の始まり

に遡る」となることを確認させる。 



(4) electric ◆～ field, p. 611. 

 
・ 複合語は，見出し語の最後にスワングダッ

シュ( ～ )によって省略された形で示され

ていることを確かめさせる。 

・ 複合語にも，見出し語同様  に囲って専

門用語レーベルが付いていることをチェ

ックさせる。物は物理学用語であること

を確認させる。 

 

(5) amount 1, p. 70. 

 

・ (2)の ambitious の数ページ先なので，続け

て調べさせるとすぐに見つけられる。 

・ 語義 1 の文型表示a ... amount [... 

amounts] (of A)が教科書本文の a small 

amount of energy と合致していることを

確認させ，「少量のエネルギー」という意味

になることを確かめさせる。 

・ 語義 1に続くコラムの(1)には amount

を修飾する形容詞が挙げられているが，こ

の中に教科書本文の smallも含まれており，

この small amount の形でよく使われるこ

とを確認させる。また，このコラムには

というロゴがついていることをチェ

ックさせる。『ウィズダム英和辞典』はコー

パスを用いて編纂されており，実際に使わ

れている英語の実態を解説している部分

にこのロゴが用いられていることに注意

させる。 

 

・ コラム(2)には of に続く名詞の特徴が

説明されているので参照させる。教科書本

文の energy も不可算名詞であることを確

かめさせる。 
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－2 

Developing an autonomous navigation system 

was another goal. It (1)takes a radio signal 16 minutes 

to travel 300 million kilometers between the Earth 

and Itokawa.  In an emergency, Hayabusa could  

not wait for commands. It had to judge the situation 

and decide what to do on its own. 

The other two goals were even more difficult.  

Itokawa is a small peanut-(2)shaped asteroid only 

535 meters long.  Flying at the speed of 34 

kilometers per second, Hayabusa would be trying 

to hit a piece of “dust” in space.  This would be like 

hitting a one-millimeter target in Brazil from 

Japan. One of the scientists (3)observed, “If Hayabusa 

achieves these goals, it will have done what no   

other spacecraft has ever done.” 
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Lesson 9—Section 2 

(1) take 9, pp. 1917–18.

 

・ 「(時間が)かかる」という意味の take が取

ることのできる形をしっかり理解させた

い。『ウィズダム英和辞典』では多義語にし

ばしばインデックスを設けてあるので，見

出し語のすぐ後のインデックスを利用し

て9へ導く。 

 

・ 教科書本文が It で始まる文なので，文型表

示it takes (A) B to doの訳語をチェッ

クさせる。この文型を取っている辞書の第

4 用例を参考に，教科書本文は「電波が地

球とイトカワの間 3 億キロを伝わるのに

16 分かかる」と述べていることを確認させ

る。 

・ 辞書用例や文型表示を利用して，「時間が

かかる」を意味する take の他の文型(to 不

定詞が後続しない場合＝第 1 用例，人が主

語になる場合＝第 2 用例，事が主語になっ

て to 不定詞が後続する場合＝第 3 用例)を

確認させる。 

 

(2) shaped , p. 1723.

 

・ 複合語でという用法指示に注意させる。

教科書本文ではハイフン( - )でつないで前

にある peanut と結びつき，複合語を作っ

ていることを確認させる。

・ 辞書の用例を使って，どのような語と結び

ついて複合語を作っているかをチェック

させ，教科書本文が「ピーナッツの形をし

た」という意味になることを確かめさせる。 

 

(3) observe 4, p. 1323. 

 

・ 教科書本文では observed に直接引用文が

続いていることを確かめさせる。直接話

法という用法指示がついた語義4へ導く。 
・ 語義の最後に(観察や配慮の後の発言を

暗示)という注記があるのでチェックさせ

る。教科書本文では「『もし「はやぶさ」が

これらの目標を達成したら，ほかのどの宇

宙探査機もそれまでしなかったことをす

ることになるだろう』と科学者の一人が(観

察の後に)と述べた」という意味になること

を理解させる。 
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Getting to Itokawa was difficult, but (1)touching 
down and collecting the soil samples was (2)next to 

impossible.  In its first attempt to land, Hayabusa 

was damaged. A week later, it tried again.  This 

time it was able to land and collect the samples. 

Hayabusa headed home, but almost 

immediately fuel began to leak and its batteries 

began to (3)fail. The team managed to solve these 

problems, but days later things got much worse.  

All (4)communication with Hayabusa was cut off. 

 

 

  



編集用資料                      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（Crown Communication II Lesson 9） 

- 7 -    v.3.00, as of 16 May 2018 

(1) touch touch down, p. 2009. 

 

・ カタカナ語そのままの意味では処理でき

ない句動詞は多くあり，かならず辞書で調

べる習慣をつけさせたい。成句義は 2 つあ

り，カタカナ語として定着している方が(2)

であることを確かめさせる。 

・ 教科書本文では宇宙探査機の話をしてい

るので，山形かっこ〈  〉で示されている

主語となる名詞の特徴(選択制限)に〈航空

機などが〉と示されている(1)を参照させる。 

 

(2) next next to A, pp. 1289–90. 

 

・ 教科書本文では next to に impossible (不

可能な)という形容詞が後続していること

を確かめさせる。 

・ 成句義のうち，(1)は位置を，(3)は順序など

を，(4)は比較を表す用法であり，教科書の

この部分とは合わないことをチェックさ

せる。

・ 教科書本文で使われている impossible が

成句義(2)の(A は否定的内容のなど)

という注記と合っていることを確かめさ

せる。impossible が使われている辞書の第

2 用例の訳を参照させ，この部分は「土壌

サンプルを採取することはほとんど不可

能だった[ほぼ不可能に近かった]」という

意味になることを確認させる。 

 

(3) fail 4, p. 681.

 

・ 教科書本文では主語が its batteries (その

バッテリー)であること，目的語が後続して

いないことから自動詞であることを確か

めさせる。 

・ 山形かっこ〈  〉で示されている主語とな

る名詞の特徴(選択制限)に注目させ，教科

書本文の主語の名詞と合う「〈機械・器官な

どが〉動かなくなる，働かなくなる」を意

味する語義 4へ導く。 

 

(4) communication 1, p. 385.

 
・ カタカナ語として定着した訳語だけでは

なく，文脈に合った訳語を辞書から選ばせ

たい。教科書本文が all communication と

なっていることから不可算用法であるこ

と，共に使われる前置詞(連語)を示す二重

山形かっこ  に教科書本文と同じ with

が示されていることから語義1を参照させ
る。 

・ 教科書本文では「『はやぶさ』との commu- 

nication」を表しているので，カタカナ語

の「コミュニケーション」という感情や意

思疎通を表す場合によく使われる訳語よ

り，「伝達，連絡，通信」といった情報のや

り取りを表す訳語の方がふさわしいこと

を確認させる。 
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－3 

Day in and day out, the team sent a message: 

“Hayabusa, we are waiting for your answer.  Come 

in, please!”  But no spacecraft in history had ever 

been able to start communication again after such  

a long blackout. 

Hayabusa was lost in space for 43 days. 

Finally it answered, but the (1)window of opportunity 

for re-entry had already passed.  Hayabusa had to 

remain in space for (2)another three years.  Later, 

there was a new problem: all four engines stopped.   

It was almost impossible for Hayabusa to return to 

the Earth. However, by somehow fixing the engines, 

the team (3)succeeded in reactivating Hayabusa. 
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Lesson 9—Section 3 

(1) window  8, p. 2170.

 

・ 「窓」という意味では教科書のこの部分と

合わないことをチェックさせる。教科書本

文と同じ a window of opportunity が用例

として示された語義 8に導き，重要コロケ

ーションとして太字になっていることを

確かめさせる。 

・ 語義 8 の訳語が「(限定された)短い期間」

であること，opportunityが「機会・好機・

チャンス」という意味であることから，こ

の句が「一瞬の好機」という訳になること

を確認させる。 

 

(2) another 1b, p. 80.

 

・ 教科書本文では another three years と数

詞が続いていることをチェックさせたい。

数詞や fewなどの後でという用法指示か

ら語義 1bに導く。 

・ 辞書の用例訳を参照させ，教科書本文が

「あと[もう，さらに] 3 年宇宙に残らなけ

ればならなかった」という意味になること

を確認させる。 

 

(3) succeed 1a, p. 1883. 

 

・ 文型表示のある動詞は，使われる型とその

場合の意味とをまとめて覚えさせたい。教

科書本文が succeeded in reactivatingとな

っていることから，文型表示succeed in 

A/in doingのある語義 1a をチェックさ

せる。辞書ではスラッシュ( / )が「交換可能」

という意味で使われることを確認し，教科

書本文は文型表示の後半部分に相当する

ことを確かめさせる。 

・ 辞書の第 1 用例を参照させ，教科書本文が

「『はやぶさ』を復活させることに成功し

た」という意味になることを確認させる。 
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In June 2010, Hayabusa, (1)badly damaged, 

was finally approaching the Earth.  Hayabusa 

released the capsule with the soil samples 

successfully, and would soon burn up like a shooting 

star.  It was not made to withstand the heat of   

re-entry—about 3,000 degrees (2)Celsius. Kawaguchi 

Junichiro, manager of the Hayabusa Project, sent 

one last command: “Take a photo of the Earth.” All 

the project members wanted to see what the Earth 

looked like to Hayabusa just before it burned up.  

Hayabusa tried to take the photo several times but 

failed. Finally, at the very last moment, it took this 

photo—Hayabusa’s (3)final farewell. 
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(1) badly  3, p. 143. 

 
・ 教科書本文が badly damaged となってい

ることを確かめさせる。第 3 用例が教科書

と同じ badly damaged になっている語義

3 を参照させ，この部分は「ひどく傷つい

て，ひどい被害を受けて」という意味にな

ることを確認させる。 
・ 山形かっこ〈  〉で示されている，よく一

緒に用いられる表現(選択制限)や，辞書の

用例をチェックさせて，この意味では「傷

つける，悪くなる，怪我をする，壊れる」

というよくない意味を表す語を修飾して

いることを確認させる。さらに，語義 1，
2 など別の語義の場合，選択制限に示され

ている表現も違っていることに注意させ

る。 

 

 (2) Celsius , p. 309.

 

・ 訳語に加え，それに続いてレーベルを付し

て示された略語(略C., c.)をチェックさせ

る。 

・ 語義の末尾にに囲って記された百科的

解説から，この語がセルシウスという人名

から来ていることを確かめさせる。 

・ 教科書本文や辞書の用例から，「…度」を表

す degree は複数形になること，さらに辞

書用例の[  ]を使った書き換え部分から，

略語で示された場合，… degrees Celsius

と読むことを確認させる。 

 

(3) final 1, p. 712.

 

・ 類語との違いを意識させたい。語義 1 の

(last は順番の終わりを示すが, final は

それで完結･終了することを示す)という注

記を参照させ，教科書本文が「(使命を終え，

燃え尽きる前の)『はやぶさ』が残した最後

の別れ[惜別]のことば」という意味になる

ことを理解させる。 

・ 辞書の用例をチェックさせて，単に順番の

終わりを示す last12 (p. 1082)との違

いを再確認させ，知識の定着を図るとよい。 

 


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－4 

The capsule with its soil samples landed safely 

in the Australian desert on June 13, 2010. 

Kawaguchi says, “Many people said the 

Hayabusa Project was too ambitious and that there 

were too many risks.  I knew it was true and I have 

to (1)admit that the success of the project was the 

result of a lot of luck.  But we have always been  

ready to set high (2)goals and take risks.  If you want 

to see a long way, you have to build a high tower. 

“If we can get the necessary support, we will 

soon be working on a new spacecraft which will go  

20 to 30 times farther than Hayabusa.” 
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 Lesson 9—Section 4 

 (1) admit  1b, p. 30.

 

・ 教科書本文では admit に that 節が続いて

いることから，admit (to A) (that)節/ 

doingの文型表示のある語義 1b に導く。
辞書ではしばしば丸かっこ(  )で示された

要素は「省略可能」を，スラッシュ( / )は「交

換可能」を表すことを確認し，教科書本文

は文型表示の前半部分に相当し，to A は省

略された形であることを確かめさせる。 

・ 辞書の訳語部分の(  )を使った意味の補足

説明を確かめさせる。単に認めるのはなく，

「(あまり認めたくないが，しぶしぶ)認め

る」という意味合いがあることに注意させ

る。 

・ 辞書の第 2用例が教科書本文と同じコロケ

ーションであることをチェックさせる。太

字用例はよく使われる表現であることを

確認させ，ここでは「(『はやぶさ』プロジ

ェクトはあまりに野心的でリスクの高い

ものだったので，あまり認めたくないが，

恥ずかしながら)プロジェクトの成功は多

くの幸運の結果だと認めなくてはならな

い」と言っていることを理解させる。

 

(2) goal 1, p. 829.

 
・ カタカナ語として定着しており，意味を取

りやすい語であっても，類語との違いや発

信活動に使える情報を調べさせたい。語義

1 の訳語に続く(→purpose)という参

照指示に注意させ，purpose (p. 1525)にあ

るコラムをチェックさせる。コラムの

記述から，goal が他の「目的・目標」を表

す語とどのように違っているかを確かめ

させる。 

 

・ 辞書の第 2用例と教科書本文とを比較させ

て，「目標を設定する」という場合，動詞は

set を用いることを確認させる。太字用例

であることから，重要なコロケーションで

あることに注意させる。

・ 「目標に達する」と表現する場合の動詞が

第 1 用例に挙がっているので確認させる。

『ウィズダム英和辞典』では，名詞と動詞

の典型的な組み合わせなどの重要表現が

太字で示されているので，常に意識させて，

会話や作文といった発信活動に繋げさせ

たい。
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In the 15th and 16th centuries, people like 

Magellan set out on voyages to the East in search    

of gold and spice.  Now Kawaguchi believes we are 

(1)about to enter a “New Age of Exploration” into  

space in search of new knowledge and (2)resources. 

Kawaguchi concludes: “We’d like to be leaders 

in this new age.  Setting high goals means facing 

great difficulties.  We must be strong and build  

good teamwork.  We must not get discouraged by 

trouble and failure.  Looking at Hayabusa’s photo  

of the Earth, I seem to hear its voice: ‘Never (3)give  

up!  Forward into the future with hope and 

confidence!’”
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(1) about be about to do, p. 8. 

 

・ 馴染みのある語の新しい用法として調べ

させたい。教科書本文の we are about to 

enter が「be 動詞＋about＋to 不定詞」の

形を取っていることから，形容詞のbe 

about to do を参照させる。 

・ 成句見出しに重要成句を示すアステリス

ク(*)が付いていることに注意させる。辞書

の訳語や第 1 用例から，教科書本文が「私

たちは宇宙の『大航海時代』にまさに入ろ

うとしている[まもなく入る]」という意味

になることを確認させる。

 

(2) resource 1, p. 1600.

 

・ 教科書本文では「…を探す宇宙の『大航海

時代』に入る(enter a “New Age of Explo- 

ration” into space in search of ...)」という

部分で使われていることから，語義1の「資
源」という意味がふさわしいことを確認さ

せる。 

・ 通例～sという用法指示から，複数形で

よく使われ，教科書本文でも複数形である

ことを確認させる。

 

(3) give give up, p. 814. 

 

・ 教科書本文には目的語がないことから，

give のにある give up, give A up のう

ち，自動詞用法の give up を確認させる。 

・ 辞書の第 2 用例が否定の命令文であり，教

科書本文と似た意味になることを確かめ

させる。その上で用例訳に続くの注記か

ら，Never give up. が持つ意味合いを確認

させる。

 

 

 

 

 

 

 

 

  


